











　Leisure is not for anything to do, its meaning is to return to the roots of one’s existence.  Leisure is the 
starting point where human freedom should realize.  Leisure leaves us free from the constraints of reality, 
create a different kind of free communication by which we can build a new human “connection”. Politics 
is to organize and lead a variety of people’s connection to improve our society.  However, Japan is the 
lowest level of leisure time among developed countries, so the Japanese can only have poor political 
awareness.  To make a better society, we must require ‘escape from busyness’.  On the other hand, by way 
of leisure time people can speculate on the meaning of life and the world through prayer or meditation.  We 
are now facing a stalemate of industrial society which has pursued the magnification of labor and 
production.  We need to re-plan the social life which emphasizes on leisure.  We can find some Hope for 
the future in the coming leisure.
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余暇という希望
― ３･１１以後の新たなライフスタイルを求めて―
Leisure  as  Human  Hope 



































































































































































































































得られた知見が発信され（そのためのツールは Twitter にしても Facebook にしても誰もが使いこ




























































































1993 年、『余暇生活論』1994 年、『遊びの文化論』1996 年、『余暇学への招待』1999 年、『遊びと仕事の



























エンカウンター活動を長く行ってきたが、日本では集中的なグループ体験と言っても 2 泊 3 日がいい所
で、それ以上の日数を取ることは滅多にない。勤労者には長期の休暇を取ることが難しいからである。
学校のキャンプ活動を見ても、3 泊を越えるものは少ない。ここにも余暇貧乏が影を落としている。







10） パブやコーヒーハウスを起源とするイギリスのクラブは、紳士の社交の場として < 男性原理 > が支配し
ていたのに対し、宮廷の女性たちの私的な集まりから始まったフランスのサロンは < 女性原理 > だとさ
れる。しかし両者ともメンバー同士の対等な関係が重んじられる社交の場であった。薗田『余暇の論理』
第 1 章 3.「余暇とクラブライフ」参照。
11） 日本の戦後史を彩る多彩なサークル活動の展開については、天野正子『「つきあい」の戦後史』吉川弘






ては生活に必要なるものに煩わされない閑暇が存しなくてはならない（第 2 巻第 9 章）」。「徳が生じて




目指しており、『コミュニティ・カフェをつくろう !』という手引書も出している（学陽書房刊　2007 年）。 
14） 日野市は 2004 年に策定された「日野市健康増進計画」や 2005 年の「高齢者保健福祉計画」の中で高齢
者の見守りの重要性を指摘し、それを受けて「高齢者見守り支援ネットワーク事業」が進められてきた。
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－ 35 －
2010 年 11 月から翌年 2 月まで 3 回にわたって上演され、やんやの喝采を浴びた。ふれあいサロンの関
係者を始め、実践短大の学生も演技に参加した。台本とプロデュースは湊道子氏（実践短大講師「社会
福祉とボランティア」担当）。
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